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※本紙全てのコンテンツの無断転載・複写・転用を禁止いたします。
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新品並みに再生
同社は1965年設立、使用済み工業

用潤滑油の再生事業に取り組み60周
年を迎えた。現在は廃油を活用したコ
ンクリート離型剤、新品の金属加工油
製造を合わせた3事業を展開、顧客の
要望でオーダーメイド対応する。

工業用潤滑油の再生事業は鉄鋼、
自動車などの大手顧客約20社からギ

ア油、プレス油、切削油、熱処理油など
の各種工業用潤滑油を預かり、再生処
理して戻している。

再生は①加温タンクでかく拌・静置
して水やゴミを分離②多孔質の「ろ過
助材」を加えて加温・かく拌し微細な
不純物を回収③エアポンプでフィルタ
ーを通し、ろ過助材を除去―の順に行
い、新品に近い性能を回復する。

鉱物油をベースとした潤滑油ならほ
ぼ対応可能で、再生できるかの無料テ
ストにも応じる。

処理量増加でコスト効果大
使用済みの潤滑油は顧客の工場ま

で回収に行き、再生した潤滑油は全量
を元の企業に自社トラックで届ける。
横浜市の指導により廃油から水分を除
く中間処理段階までは「産業廃棄物」
扱いとなるため、処理の管理伝票であ
るマニュフェストの発行についても同

社がサポートする。
コスト削減効果は処理量が増えるほ

ど大きくなり、1本200㍑のドラム缶で
月に5本程度の廃油が発生する大手工
場なら再生処理の方が安くなるという。

販売業者との協業検討
同社では現在1日あたり4㌧（ドラム

缶20本）を処理する自社設備の能力
を拡大する準備を始めた。

さらに、潤滑油の販売業者が潤滑油
の価格高騰を受けて再生潤滑油に注
目していることから、販売業者と共同で
新規設備による再生処理事業を展開
することも検討していく。

廃油はほとんどが焼却処理され、熱
を回収する形でリサイクルされている。
これに対し、潤滑油に戻す再生利用な
ら、焼却に比べCO₂の発生を大幅に
抑制できるという。

また、工業用潤滑油の価格が高騰し
ており、「1㍑ 100円だったものが（ここ
最近は）300～400円です。一方、再
生潤滑油は新品の半分から4分の1の
コストになるだけでなく、CO₂削減で
環境に優しい時代にマッチした事業で
す」（金子裕一社長）と話している。

価格設定に込めた思い
カット料金は8800円と、エリア内で

は最も高い価格帯という。それでも菅

原直希代表は「値引きは簡単にできま
すが、値上げは難しいです。自分への
プレッシャーとしても高価格に設定し、
きちんと一人一人に高い付加価値の

サービスを提供したいです」ときっぱり。
JR新川崎駅近くの高級住宅地に立地
し、富裕層をターゲットにしている。

施術空間の質にもこだわる。半個
室の内装には、ニューヨークの高級ホ
テルの客室と同じ素材を採用。鏡は
青色色素をカットし、肌の色を美しく見
せる特殊なものを使用している。

シャンプー台は、50台以上を試し、
最も首への負担が少ないものを厳選
したという。「首が細い女性は頸動脈

（けいどうみゃく）が圧迫されると頭痛
やめまいがおこることがあります。なる
べく寝心地がよいものを探し、半年か
けて複数のメーカーのショールームを
回りました」。

仕上げには香水
菅原代表は、自身の美容師経験から

カウンセリングの重要性を実感している
といい、店舗では消費者心理学を取り
入れた「ヒューマンタイプ診断」を導入。

客の性格に応じて話し方やジェスチャー
を調整する。「陽気な方にはテンポ良く
話し、静かに過ごしたいお客様には控え
めなジェスチャーを心がけています」と、
細やかな配慮をしているという。

さらに、施術の一環として香水も提案
している。スパイシー系やローズ系な
ど、客の好みや気分に合わせた香りをセ

レクト。「髪型だけでなく、最後の仕上
げに香水をつけることで、特別な時間の
記憶を持続してもらいたいです」と語る。

今後は、ドミナント戦略で近隣エリア
への多店舗展開を視野に入れるほか、
コンサルとして他店舗の監修にも挑戦
したい考えだ。　　
� （かわしん創業応援企業）

徹底したカウンセリングと心理学を活用した接客を特徴とする美容室「Seep 
hair concierge」（シープ・ヘアコンシェルジュ）が川崎市幸区北加瀬にオープ
ンした。高級ホテルと同じ内装材を使用した半個室の施術空間や、特別な鏡や
シャンプー台を導入し、上質なサービスを提供。多角的なカウンセリングと技術を
組み合わせることで「理想の女性像」に近づいてもらうという。

大手向け潤滑油の再生事業を拡大 
港北油化、コスト半分で地球にも優しく
港北油化（横浜市青葉区寺家町）は、大手製造業向けに工業用潤滑油の再生事

業を拡大する。再生利用は廃油の焼却処理に比べ二酸化炭素（CO₂）発生を大幅
に抑えて地球に優しく、オイル交換のコストも半分以下にできるという。潤滑油の
価格が品種によっては倍以上に高騰するなかで引き合いが急増しており、自社設
備の処理能力拡大や潤滑油販売会社との協業を進め需要拡大に対応する。

全てにこだわり、美容室を特別空間に
Seep hair concierge、接客に心理学も活用

Yorifuji
スタンプ


